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大型車両の校内への進入、退出時に交通誘導員を２名つけて安全な誘導を以後行っている。
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令和　6年11月　5日（火曜日）　　8時50分

門柱角部の破損

ラフタークレーン（25t）が敷地内に進入中、車体左後方向のアウトリガー収納部を門柱に接触させ破
損させた。

クレーン運転手から門柱が死角となっており、誘導員を１人つけていたが学校関係車両の誘導に気を
取られ、クレーンが安全に進入できているかの確認が不十分だったことによるもの。
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誘導員を２名つけて

大型車両の誘導を実施


